




























11いたJ.Y.]山大判 .,相和大農授ならLf.二男鰍 二捌 ).きれた小川2,に 1●抑シL:の'fJl帆 tjJ=帆胡するととも.I
実験に脇力した田辺佳代子氏に城辺け る｡
実 験 方 法









8房ずつ対IJLF'i区とェチレソ生成 阻:F.i(缶白処理区 (名山処理区)に分け,刈jl!･,区の励 ま
50mM ･)ソ憶緩衡液 (pH6.8)に, また/JfI∃処矧 7.のj別よ,部分的に枯製したェナレソ
/j滅 阻普蛋白を含む同緩衝液に,それぞれ 20分ずつ浸せきし,泌紙の上で付着液/i,蛇か
した.その後,各FLTjを1)Jjずつ油気も孔のついたポリエチL/ソ製の袋に入れ.各処理区のBT-,L
を4房ずつ室温 (20-25oC,湿度 62%)および低温 (4oC,粘度94%)て肺 I-ThLた.
ブドウのJl抑棚碇 にE慕うしては, 各J,tを_L卜●に30回ゆすり,落 卜した組数を数えて,1
)7'あたりのf'､Il数に対するJ榊Lj.数を%で表小した.脱粒測定てま経時的に行ない,各L*:の脱粒
%くま4b-Jの平均であら))した.









姓 'PIE_抜 目 牡
01--OJHilIM三一壬三池エiレンrl一成0-I･つ 帆ilり･JW主●--･一肌虹エ7J-レン′F･!k
胤-1は El処LQJrc 阻､If胡rl処】-帥く






































































220 i".t学 研 究
がなく,また蛋白合成阻醤剤 cycloheximdeもいく介-チL/ソによる果実の離脱の彫背
を阻苫することを認めた.
CoombeandHa一l(1973)はブ ドウ (Doradilo)L7)果実の ABA 合穂は成熟とともに
増加し,CEPA (ェスレル)や BTOA (benzothio∠ole-210ⅩyaCeticacid)が ABA レ
ベルに及ぼす彩管はこれらの薬剤が成熟に及(ます彫冊と関係が深いことを認めた.
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